
1  

2025/26 シーズンに向けたインフルエンザワクチン

接種に関する考え方とトピックス 

 

 2025/26 シーズンにおいてもインフルエンザワクチンの接種を強く推奨します 

2024/25シーズン累積のインフルエンザ推計受診者数は約1,037.5万人であり、定点

当たりの受診患者数が第52週は64.39となりました1）2)。この報告数は、感染症法にも

とづく現行の報告体制となった1999年以降最大であり、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）流行以前にインフルエンザの大きな流行が観察された2017/18シーズン

のピークである54.33（2018年第5週）、2018/19シーズンのピークである57.09（2019

年第4週）を上回りました2）。急激な患者数の増加で全国の医療機関が対応に追われ

たのは記憶に新しいところです。この原因の一つとして、ワクチン接種率の低下が指

摘されています3）。 

2024/25（令和6年）シーズンはインフルエンザワクチン使用量が2,307万本（供給

量 2,722万本）と2010/11(平成22年)シーズン以降、最も少ない使用量となり3）、65

歳以上での接種率は54.6％となりました。2025/26シーズンはより積極的なインフル

エンザワクチン接種が必要と考えられます。 

 

世界的には2024/25シーズンの成人におけるインフルエンザワクチン接種率は、米

国で66.4％と前シーズンと比較して0.4％減にとどまりましたが4）、すべての年齢層

において入院数や死亡者数など、最も重篤とされた2017/18シーズンを上回り、この

10年で最悪の状況であったとされています5）。それでもインフルエンザワクチンは65

歳以上の高齢者を中心に24万人の入院を防いだと推定されており、ワクチンの重要性

が指摘されています5）。 

オーストラリアでは、65歳以上でのインフルエンザワクチン接種率は60.1％であり、

同じく昨シーズンと比べて0.3%程度の減少にとどまりましたが、2025年最初の6か月

のインフルエンザ死亡数は2024年の同時期と比べて10.7％増となり、改めて2024/25

シーズンにおけるインフルエンザの猛威が示されています6、7）。 

2024/25シーズンのインフルエンザワクチン効果は、米国においては全体で56％8）、

欧州でも32～56％9)、日本の小児でも57～73％10)と良好でした。 

 

今シーズンも高齢者、小児、施設の入所者、介護者、そして医療従事者にはインフル

エンザワクチンを接種していただきたいと考えています。2024/25シーズンを前にB/

山形系統が世界的に検出されていない状況で、WHOは4価ではなく3価を推奨する方向

を示し、米国では2024/25シーズンから3価ワクチンのみの使用となりました5）。わが

国でも2025/26シーズンからの3価への変更が正式に決定しました3）。 
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わが国では 2025/26シーズンに向けて、 

A／ビクトリア／4897／2022（IVR-238)（H1N1）  

A／パース／722／2024（IVR-262）（H3N2） 

B／オーストリア／1359417／2021（BVR-26）（ビクトリア系統） 

の使用を決定しました3）。 

 

 

 新規ワクチン（経鼻弱毒生ワクチン、高用量不活化ワクチン、mRNA ワクチンな

ど）への期待 

わが国でも経鼻弱毒生インフルエンザワクチン（LAIV）（商品名フルミストⓇ点鼻

液）が、2024年9月26日に発売されました。適応年齢については2歳から19歳未満で、

接種回数は1回の3価ワクチンで 11）、2024/25シーズンには131万本が供給されました

3）。 

また、2024年12月27日に高用量ワクチン（商品名エフルエルダⓇ）の製造販売が承

認され、適応は60歳以上の人となっています12）。2026/27シーズン以降の臨床現場で

の使用が期待されます。 

さらに海外ではmRNAベースの季節性インフルエンザワクチン13）及び季節性インフル

エンザと新型コロナウイルスの混合ワクチンの開発14）がPhase3まで進んでいます。 

 

 

 高齢者や重症化リスク因子を持つ方へは肺炎球菌ワクチンや新型コロナワクチン、 

RSV ワクチンの積極的な接種も強く推奨します。 

高齢者やリスク因子を有する方にはインフルエンザ罹患後の続発性細菌性肺炎の予

防も重要です。システマティックレビューおよびメタ解析では、インフルエンザワク

チン接種群では抗菌薬処方数が有意に減少し（Rate of Means 0.71）、さらに抗菌薬

投与日数も有意に短縮されること（Risk Ratio 0.63）が報告されており、薬剤耐性

(AMR)対策の一つとしてもワクチン接種率の向上が期待されます15）。 

肺炎球菌が代表的な肺炎の原因菌であり、肺炎球菌ワクチンには23価莢膜多糖体ワ

クチン（PPSV23）、13価結合型ワクチン（PCV13）/15価結合型ワクチン(PCV15)、そ

して2024年に加わった20価結合型ワクチン（PCV20）の3種類がありましたが 16-18）、

21 価結合型ワクチン（PCV21:商品名キャップバックスⓇ筋注シリンジ）が 2025年8月

8日に製造承認を取得しました19）。PCV21は成人用に特化したワクチンと位置づけら

れ、これまでの肺炎球菌ワクチンより広い血清カバー率が示唆されています20）。 

新型コロナワクチンに関しては、2024年4月1日からは定期接種 B 類としてa) 65歳
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以上の者及び b)60～64歳で心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり、身の回り

の生活が極度に制限される者等が対象となりました 21）。2024年10月からインフルエ

ンザワクチン同様に定期接種が本格的に開始となりましたが、接種率はすべて高齢者

に接種されたとしても22％程度（医療機関への納入量786万回22）/65歳以上⼈⼝
3624.3万⼈23)）と推定され、さらに接種率を高める必要があります。高齢者ではイン

フルエンザワクチンと新型コロナワクチンの同時接種を積極的に推奨します。 

さらに、高齢者では Respiratory syncytial ウイルス（RSV）ワクチン接種も継

続して推奨し、2種類のRSVワクチンがわが国でも使用可能です24,25）。 
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2025年10月1日 

 

一般社団法人日本感染症学会 インフルエンザ委員会 

青木洋介、石田 直、國島広之、佐藤晶論、新庄正宜、関 雅文、田村大輔、永井英明、 

藤田次郎、三鴨廣繁、中野貴司（委員長） 

 

 

 

利益相反自己申告 

• 青木洋介はMSD（株）、塩野義製薬（株）、ファイザー（株）から講演料を受けている。  

• 青木洋介は塩野義製薬（株）から奨学（奨励）寄附金を受けている。 

• 石田直はアストラゼネカ（株）、杏林製薬（株）から講演料を受けている。 

• 國島広之はMSD株式会社、塩野義製薬株式会社、第⼀三共株式会社、ミヤリサン製薬株式会社より講演

料を受けている。 國島広之はミヤリサン製薬株式会社より研究費を受けている。 

https://www.msd.co.jp/news/product-news-20250808/
https://ipd-information.com/adult/overview/
https://kokkai.ndl.go.jp/%23/detail?minId=121715261X00620250312&current=1.%20Accessed%20Aug%2015,%202025
https://kokkai.ndl.go.jp/%23/detail?minId=121715261X00620250312&current=1.%20Accessed%20Aug%2015,%202025
https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/340278_631341NE1021_1_05%23HDR_ContraIndications
https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/340278_631341NE1021_1_05%23HDR_ContraIndications
https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/672212_631350AE1028_1_05%23HDR_ContraIndications
https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/672212_631350AE1028_1_05%23HDR_ContraIndications
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• 藤田次郎は、MSD株式会社、杏林製薬株式会社、ギリアド・サイエンシズ株式会社、塩野義製薬株式会社
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• 三鴨廣繁は杏林製薬株式会社、ファイザー株式会社、ミヤリサン製薬株式会社、Meiji Seikaファルマ株

式会社、ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社より研究費を受けている。  
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ンターナショナル、ニプロ株式会社、株式会社フコク、富士フイルム富山化学株式会社より奨学寄付金
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・ 中野貴司は、KMバイオロジクス株式会社、サノフィ株式会社、第一三共株式会社、田辺三菱製薬株式

会社、Meiji Seika ファルマ株式会社、モデルナ・ジャパン株式会社から講演料を受けている。 

・ 佐藤晶論、新庄正宜については申告すべきものなし。 
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